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◎本書の記述において下記のような誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。 

【2022年 12月 28日現在】 

刷 頁 訂正箇所 訂正前 訂正後 

↓本文 

1～2 P18 ２ 生活習慣病と健康寿命 7行目 
2018年 3月に厚生労働省が公開した「第 11回 健康日本

21（第二次）推進専門委員会資料」によると 

「日本人の平均寿命と健康寿命の差」で厚生労働省が公開した

「第 16回 健康日本 21（第二次）推進専門委員会資料」によると 

1～2 P18 日本人の平均寿命と健康寿命の差 （2016年） （2019年） 

1～2 P18 図表 

※以下のとおり差し替え 

日本人の平均寿命と健康寿命の差（2019年） 

項目 男性 女性 

平均寿命 81.41歳 87.45歳 

健康寿命 72.68歳 75.38歳 

差年 8.73歳 12.06歳 
 

1～2 P18 図表 グラフ内 
 男性   差年 8.84歳 

 女性   差年 12.35歳 

 男性   差年 8.73歳 

 女性   差年 12.06歳 

1～2 P22 受験料 （団体受験のご案内） ◎3級との併願受験・・・8,500円（税込み） ◎3級との併願受験・・・9,000円（税込み） 

1～2 P23 受験料 

◎3級検定・・・ 5,000円（税込み） 

◎2級検定・・・ 7,500円（税込み） 

◎併願受験・・・12,500円（税込み） 

◎3級検定・・・ 5,500円（税込み） 

◎2級検定・・・ 8,000円（税込み） 

◎併願受験・・・13,500円（税込み） 

1～2 P24 
願書請求先・受験申込先 

▶お問い合わせ 
月～金曜日  9時～17時 月～金曜日  10時～16時 
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刷 頁 訂正箇所 訂正前 訂正後 

↓本文 

1～2 P125 １ 食品マーク 枠内 ※2022年 3月 31日までに、新 JASマークに移行。 ※2022年 4月 1日より、新 JASマークに移行。 

1～2 P132 １ フードマイレージ 5行目 
2020年の農林水産物における輸入金額の合計は、約 9

兆円です 

2021年の農林水産物における輸入金額の合計は、10兆円を超

えています 

1～2 P132 ２ 日本の輸入状況 5行目 
米国（アメリカ）、中国、カナダ、タイ、豪州（オーストラリア）

の上位 5 ヵ国で、輸入の 7割を占めています。 

米国、中国、カナダ、タイ、豪州の上位 5 ヵ国で、輸入の 75％以

上を占めています。 

1～2 P133 上段 図表 

※以下の通り差し替え 
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刷 頁 訂正箇所 訂正前 訂正後 

↓本文 

1～2  下段 図表 

※以下の通り差し替え 

 

1～2 P135 １行目～ 遺伝子組換え 8農産物 遺伝子組換え 9農産物 

1～2 P135 脇注 

（※）遺伝子組換え８農産物 

大豆、ナタネ、ジャガイモ、トウモロコシ、綿実、テンサイ、

アルファルファ、パパイヤ 

（※）遺伝子組換え 9農産物 

大豆、ナタネ、ジャガイモ、トウモロコシ、綿実、テンサイ、アルフ

ァルファ、パパイヤ、からしな 

1～2 P136 図表 タイトル 安全性が確認されている遺伝子組換え 8農産物 安全性が確認されている遺伝子組換え 9農産物 
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刷 頁 訂正箇所 訂正前 訂正後 

↓本文 

1～2 P136 図表 

※一番下に追加 

農産物 特徴 流通 

からしな(※) ・カラシナは除草剤に対し耐性をもつ。 世界でも広く栽培されている 
 

1～2 P136 脇注 （※）パパイヤ 3行目 
一般的に生食する唯一の食品であることからも注目されて

います。 
一般的に生食する唯一の食品です。 

1～2 P136 脇注 ※追加 
（※）からしな 

2022年４月より追加となりました。 

1～2 P160 １ ゴミとリサイクル 7行目 

食品産業全体の食品廃棄物の量は 2018年度には年間

1,765万トンにも上り、そのうち食品製造業は 1,400万トン

で、 

食品産業全体の食品廃棄物の量は 2019年度には年間 1,756

万トンにも上り、そのうち食品製造業は 1,422万トンで、 

1～2 P160 脇注 

（※）食品廃棄物の量 

食品製造業：1,400万トン 

食品卸売業：  28万トン 

食品小売業： 122万トン 

外食産業：   215万トン 

       計 1,765万トン 

（※）食品廃棄物の量 

食品製造業：1,422万トン 

食品卸売業：  25万トン 

食品小売業： 119万トン 

外食産業：   190万トン 

       計 1,756万トン 

1～2 P161 ２ 容器包装リサイクル法 2行目 
廃棄物全体の容積比で約 63.2％、重量比で 23.3％まで

になっています（2020年）。 

廃棄物全体の容積比で約 66.0％、重量比で 28.3％までになっ

ています（2021年）。 

1～2 P162 グラフ ※2020年のデータを追加 
供給熱量ベースの総合食料自給率 37％ 

飼料用を含む穀物全体の自給率 27％ 
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刷 頁 訂正箇所 訂正前 訂正後 

↓本文 

1～2 P164 図表 日本の品目別食料自給率 

※以下の通り差し替え 

 

↓索引 

1～2 P176 17行目 食い始め・・・・・・・88 食い初め・・・・・・・88 

1～2 P181 4～5行目 
冷蔵庫は 10℃以下・・・・・・・152 

冷凍庫は－15℃以下・・・・・・・152 

冷蔵室は 10℃以下・・・・・・・152 

冷凍室は－15℃以下・・・・・・・152 

 

 


